
12
月
20
日
に
日
立
市
か
ら
、
健
康

づ
く
り
活
動
に
取
り
組
む
個
人
・
団

体
を
讃
え
る
「
ひ
た
ち
元
気
ア
ッ
プ

賞
」
の
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

参
加
者
に
「
ポ

イ
ン
ト
シ
ー
ト
」

を
用
い
て
健
康
へ

の
意
識
啓
発
を
実

践
し
、
健
康
の
維

持
・
増
進
へ
の
取

り
組
み
が
評
価
さ

れ
た
も
の
で
す
。

12
月
22
日(

水)

、
有
志
に
よ
る
門

松
作
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
竹
や
笹
、

南
天
、
コ
モ
、
お
飾
り
な
ど
を
準
備

し
、
手
際
よ
く
一
対
を
製
作
し
ま
し

た
。
メ
ン
バ
ー
は
矢
吹
昭
、
多
田
徳

二
、
中
村
静
治
、

郡
司
武
久
、
瀬

谷
利
光
、
瀬
谷

正
義
、
西
英
信
、

西
井
茂
喜
、
松

川
達
弥
の
皆
さ

ん
。
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
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活
力
の
あ
る
地
域
づ
く
り
を

成
沢
学
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
会

会
長

西

英
信

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
は
令
和
４
年
の
新
春
を
輝
か
し

く
迎
え
ら
れ
心
よ
り
お
慶
び
を
申
し
上
げ

ま
す
。
ま
た
日
頃
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推

進
会
の
事
業
運
営
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
に

伴
う
行
動
制
限
で
拠
点
の
成
沢
交
流
セ
ン

タ
ー
が
８
月
か
ら
９
月
ま
で
利
用
で
き
ず
、

４
大
行
事
も
２
年
続
け
て
開
催
で
き
ず
、

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。

ま
た
、
市
報
全
戸
配
布
事
業
に
よ
り
、

10
月
か
ら
市
報
を
「
業
者
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ

方
式
」
で
配
布
し
て
お
り
、
今
ま
で
配
布

を
お
願
い
し
て
き
た
推
進
委
員
の
皆
さ
ま

に
は
引
き
続
き
地
域
の
代
表
と
し
て
協
力

を
お
願
い
致
し
ま
す
。
防
犯
灯
も
市
の
一

括
管
理
と
な
り
、
地
域
の
負
担
軽
減
と
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
に
よ
る
省
エ
ネ
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

令
和
４
年
も
感
染
予
防
に
努
め
る
中
、

活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
の
で
ご
支
援
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

皆
様
に
は
健
康
で
幸
多
き
年
と
な
り
ま

す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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年
末
恒
例
『
門
松
作
り
』

健
康
づ
く
り
推
進
会
が
受
賞

１
月
８
日
（
土
）
、
成
沢
交
流
セ
ン
タ
ー
１
号
室
に
て
新
春
を
寿
ぐ
賀
詞
交
歓

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
２
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
今
回
、
成
沢
地
区
の
役
員
や

専
門
部
、
推
進
員
、
自
主
グ
ル
ー
プ
の
有
志
ら
約
30
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

松
川
事
務
局
長
の
司
会
で
巴
会
の
艶
や
か

な
日
舞
「
心
」
と
成
沢
剣
舞
会
の
勇
壮
な
「
名

槍
日
本
号
」
の
演
舞
に
続
き
、
西
会
長
の
発
声

で
賀
詞
を
交
わ
し
た
後
、
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
感
染
防
止
の
た
め
飲
食
や
歓
談
が
出

来
な
い
交
流
の
場
と
な
り
ま
し
た
が
、
最
後
に

「
抽
選
会
」
が
行
わ
れ
、
諸
団
体
の
代
表
の
方
々

が
く
じ
を
引
き
、
当
た
り
番
号
が
読
み
上
げ
ら

れ
る
た
び
に
会
場
は
拍
手
で
沸
き
ま
し
た
。

巴会

成沢剣舞会

会長挨拶

抽選会

賀 詞 交 歓 会 ２ 年 ぶ り に 開 催



11
月
19
日(

金)

、
成
沢
小
体

育
館
で
、
今
年
度
の
防
災
訓
練

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
も

コ
ロ
ナ
禍
を
受
け
一
般
の
参
加

は
な
く
、
防
災
部
と
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
役
員
、
そ
れ
に
成
沢
小
５

年
生
42
名
が
参
加
し
て
「
避
難

所
開
設
」
の
合
同
訓
練
を
行
い

ま
し
た
。
日
立
市
防
災
対
策
課

か
ら
も
３
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

受
付
で
マ
ス
ク
着
用
の
確
認

と
検
温
、
手
指
消
毒
を
徹
底
し

た
後
、
児
童
４
名
毎
に
防
災
部

関
係
者
を
含
め
10
組
を
編
成
、

段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
と
小
型
テ
ン

ト
の
組
み
立
て
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
屋
外
で
は
非
常
用
発

電
機
の
操
作
訓
練
も
行
わ
れ
、

防
災
部
員
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
実

際
に
体
験
し
ま
し
た
。

終
了
後
、
藤
井
防
災
部
長
、

富
永
成
沢
小
教
頭
の
あ
い
さ
つ

が
あ
り
、
児
童
か
ら
も
「
組
み

立
て
は
難
し
か
っ
た
が
、
教
え

て
も
ら
い
で
き
た
」
と
の
感
想

が
聞
か
れ
ま
し
た
。
実
際
の
災

害
に
備
え
、
連
携
の
大
切
さ
も

実
感
し
た
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。

◆
１
月
～
３
月
の
行
事

２
月
11
日
（
金
）

ボ
ー
リ
ン
グ
大
会

２
月
20
日
（
日
）

再
生
資
源
還
元
金
等
配
布

◆
編

集

後

記

●
よ
う
や
く
収
束
の
様
相
だ
っ

た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
だ
が

こ
こ
に
き
て
、
各
地
で
第
６
波

に
見
舞
わ
れ
て
き
た
。
こ
こ
で

再
度
、
気
を
引
き
締
め
た
い
。

●
２
年
ぶ
り
で
賀
詞
交
歓
会
が

開
か
れ
た
。
規
模
は
縮
小
さ
れ

た
が
ま
ず
は
喜
び
た
い
。
新
し

い
年
へ
の
期
待
を
込
め
て
一
歩

を
踏
み
出
し
て
い
こ
う
。
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防

災

訓

練

成

沢

小

合

同

で
実

施

段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド

参加者全員

非
常
用
発
電
機

生
花
教
室

（12
月
19
・24
日
）

24
日
に
石
井
紘
子
さ
ん

を
講
師
に
18
名
が
参
加
し

て
行
わ
れ
ま
し
た
。
縁
起

の
良
い
若
松
、
黄
菊
、
ゆ

り
、
ヒ
ペ
リ
カ
ム
、
葉
牡

丹
な
ど
を
指
導
を
受
け
花

器
に
盛
り
付
け
ま
し
た
。

ま
た
、
19
日
に
は
青
少

年
育
成
推
進
会
で
「
親
子

生
花
教
室
」
が
開
催
さ
れ
、

大
人
６
名
、
子
ど
も
８
名

が
参
加
、
盛
況
で
し
た
。

リ
ー
ス
飾
り

（12
月
19
日
）

松
川
達
弥
さ
ん
を
講
師
に
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー

ス
と
壁
飾
り
の
手
作
り
体
験
が
行
わ
れ
、
成

沢
小
の
７
名
と
保
護
者
３
名
が
参
加
し
ま
し

た
。
身
近
に
あ
る
草
花
や
木
の
実
な
ど
を
自

分
で
デ
ザ
イ
ン
し
て
世
界

に
一
つ
だ
け
の
リ
ー
ス
を

作
り
ま
し
た
。
後
半
は
壁

飾
り
を
作
り
ま
し
た
。

親
子
、
姉
妹
で
仲
良
く

作
業
し
、
最
後
に
全
作
品

を
前
に
記
念
写
真
を
撮
り

ま
し
た
。

新年に備えて！ 生涯学習活動盛ん （交流センター）

味
噌
・米
麹
づ
く
り

（12
月
21
・22
日
）

12
月
恒
例
の
味
噌
と
米
麹
作
り
講
座
が
蛭
田
三
雄
さ
ん

（
市
民
教
授
）
の
指
導
で
開
か
れ
ま
し
た
。

21
日
は
23
人
で
「
味
噌
作
り
」
。
朝
か
ら
茹
で
た
国
産
大

豆
を
挽
い
て
広
げ
た
素
地
に
山
形
県
産
麹
を
加
え
、
捏
ね
て

味
噌
玉
を
作
り
、
無
添
加
・
減
塩
味
噌
を
仕
込
み
ま
し
た
。

22
日
は
10
人
で
「
米
麹
作
り
」
。
強
火
で
蒸
し
た
ご
飯
を

人
肌
に
冷
ま
し
麹
菌
を
満
遍
な
く
散
ら
し
た
の
ち
、
肝
の
温

度
管
理
の
仕
方
を
実
践
し
て
麹
を
仕
込
み
ま
し
た
。
自
宅
で

の
温
度
管
理
は

講
師
の
訪
問
指

導
が
受
け
ら
れ

る
と
の
こ
と
。

手
作
り
の
醍

醐
味
を
皆
さ
ん

楽
し
め
た
様
子

で
し
た
。

熱いご飯冷まし

味噌玉作り


